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hahly－1eaved　shrubs　such　as　Pεη1p屠∫αc’伽勧community　a磁Messerschm至dio．Scaevolet鷺m

taccadae．　These　coasta正vegetation　tyρe　are　distributed　widely　in　Southeast　Asia，　and　theh

northem　boundaries　enc藍rcle　southwestern　islands　of　Japan．
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　　　Fig．1　宮古島および隣接地域図。
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はじめに

　沖縄諸島と八重山諸島のほぼ中1差iiに位贋する宮古島

は，平坦で地形的，植生的にも比較的挙純である。しか

し海岸線は，しばしば10～20mの隆起サンゴ礁の断鰯

やサンゴ砂を含む小規模な砂浜などが発達しており，

海岸植生は多彩である。宮古島の海岸植生について

は，Miyawaki　u．　Suzuki（1976），鈴木邦（1979），

新納（1975，1979），新納・川上（1979），さらに仲田・

幸：喜（1982）の報告があるQ

　宮古島の海岸植生は，主として隆起サンゴ礁」二の植

生が酒平安名岬，東平安田岬に発達している。与那覇

湾，入江湾，平良市狩俣ではマングローブ林の発達が

みられるとともに隣接して隆起サンゴ礁上の森林群落

のガジュマルークロヨナ群集が発達している。城辺町

新城では砂丘が発達しており前線よりハマアズキーグ

ンバイヒルガオ群集，モンパノキークサトベラ群集，

アダン群集，ハスノハギリ群集の帯状配列がよく残さ

れている。本報では宮古島の海岸植生の群落の記載を

行なうとともに隆起サンゴ礁．しや砂丘．ヒの植生配分に

ついて考察された。

1．調査地概況および調査方法

　宮古島は，北緯24度40～55分，東経125度30分から

125度40分に位置し，沖縄島の南西約300kmにある。

窟古島の颪積は145km2，周圏約95　kmで沖縄県下で

は第4位の島である。富古島の地質は，ほとんどが琉

球石灰岩によっておおわれ，いわゆる隆起サンゴ礁の

島である。宮古島のもっとも高い所で野原岳の108。5

mを示し，全体に平坦な低い丘陵，台地でおおわれ

ており，他の島と比較して地形的に耕作地として利用

されやすく，自然林が残っている地域も少ない。また

河川の発達は悪い。海岸部はサンゴ礁で囲まれ，海食

崖の発達が著しい。砂丘は城辺町新城などにわずかに

みられるにすぎない。海岸線は大浦湾，与那覇湾，嘉

手苅入江などの湾があるだけで，湾奥にわずかにマン

グローブ林の残存林がみられるにすぎない。

　宮古島の気候（宮古島気象台1965）は，年平均気

温23．2。C，1｝三1の月平均気温は17．70C，7月の平均
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気温は28．1。Cで応問の降水量は2338．2　mmと2000

mmを越している。　とくに5月～8月にかけての梅

雨や台風時には，常時200mmを越えている。暖さ

の指数は217．8m．d．（1941～1960年）で照熱帯に1観し

ているとされる。

　植生調査は，宮古島の海摩の主な自然植生および代

償植生を対象として，Braun－Blanquet（1964）の全然

定法を用いた植生調査が各植分で行なわれた。植生調

査資料は，素表に組みこ猛れ，常在度表→部分表一〉区

分種表→総合常在度表の表操作が行なわれ，群集，群

落が抽出された。

1．調査結果および考察

A．植生単位
　1．　　草本キ直等勿群落

　1）　ハマガラシーツルナ群落（Tab。！）

　Coroη0力麗S　∫堀ggrぴ0～1α・Tαrα90ηノα　’2置γα9のτ0～一

　　4θs齢Gesellschaft

　海岸砂丘地の汀線内側には，波によって打ち一しげら

れた海草や木片などの有機物がやや集中して堆積した

立地がみられる。ハマガラシーツルナ群落はこのよう

な砂丘植生荊縁の富養立地に生育している。

　ハマガラシーツルナ群落はハマガラシ，マルバアカ

ザ，ツルナを区分種としてまとめられる。植生高は5

～20cm，植被率は20～30％の疎らな植分を形成して

いる。群落構成種は区分種群のほか，サワスズメノヒ

エ，ギシギシ，ハマダイコンなどである。出現種数は

5～6種であった。

　九州以北の海環砂丘地にはハマヒルガオーオカヒジ

キ群集，オカヒジキーハマアカザ群集などのアカザ科

の植物によって特徴づけられる汀線富養地上の植物群

落が分布している。ハマガラシーツルナ群落はこれら

の群集と同位の群落と考えられる。城辺町のハマガラ

シーツルナ群落にはサワスズメノヒエ，ギシギシなど

の多年生草本植物が優勢に生育していることが特微的

である。

　2）　ハマダイコン群集　（Tab．2）

　Raphanetum　raphanistroidis
　　Murakami　in　Miyawaki　1982

　ハマガラシーツルナ群落の後背地，ハマアズキーグ

ンパイヒルガオ群集生育地中に斑4犬にハマダイコンの

優占断分がみられた。この三分はハマダイコンを標徴

種としてハマダイコン群集にふくまれる。

　調査された植分は高さ40cm，植被率5096で，ク

ロイワザサ，ハマタイゲキ，マルバアカザ1 ﾈどを混生

している。出現丁数は7種である。生育地には塵芥が

Fig・2　城辺町新城の海岸砂丘植生。手前からハマガラシーツルナ群落，ハマアズキーグンパイヒル

　　ガオ群集，モンパノキークサトベラ群集などが配分している。

　　KUstendUnen・Vegetatlon　der　Aragusuku，　Gusukube．cho，　Von　vorne　nach　hinter　schlie3en

　　Coγoηoρ㍑sぬ飽9γび。μα・T2〃αgoηガα観プαgo130κ2s－Gesellschaft，　Vigno・lpomoeetum

　　pes・capraeu．Messerschm1dio・Scaevoletuln　taccadaeaneinanderan．
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Laufende　Nr．：

Fe三。至一Nr．：

　　　　　　　Tab．1　ハマガラシーツルナ群落
Coro，LO舞s認29γゴ∫o♂ゼα・丁召‘γαgo漁‘e‘γαgo3τo娩s－Gesellscha葦t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通　し　番　写・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番：　号

Gr6βe　d．　ProbeHache（m2）＝

H6he　d．　Vegetation　（cm）：

1）eckung　d．　Vegetat三〇n　（％）：

Artenzah1：

Trennarten　d．　Geseilschaft：

　丁窃rα90～πα‘認γα90η0ガ4e∫

　clz2πoρo伽η3α6cπ773’η伽η1

　Coγoπoρμ5歪η如grび。～2α

Begl夢i¢r：

　Pαsカα♂μ刀τ〃αgJπα’～♂7η

　1～％η紹κゴ砂。難∫cμs

　1～砂ノLωZμ∫Sα‘醜∫var．ん01’‘ωZ5’∫f」妙～～αη∫S’ro’4θ5

　フ、んZεαアθαゴη刀0～招α

調査地F級ndort：Aragusuku，　Gusukube－cho城．辺町新．城．

調査年月日：11．Jan．！983

調　査　面

植　　生

｛艇〔　被

嵩語種

積

高

歴

数

鮮落区分種

　ツルナ

　マルバアカザ

　ハマガラシ

随伴種

　サワスズメノヒエ

　ギシギーシ

　ノ・マダイコン

　クロイワザサ

1　　2　　3

SO　　SO　　M
194　　　195　　　198

！　　1　　20

20　　5　　8
30　　30　　20

5　　6　　6

　十　　　十　　　十

十・2　　　十　　 →一・2

　・　　2・2　十・2

3・3　 ÷・2　　2・3

1・2　　！・2　　1・2

　・　　十　　　十

十・2　　・　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．2　ハマダイコン群集

　　　　　　　　　　　　　　　Raphanetum　raphanistroldis

調査番号Feld，Nr．二SO－206，言周平年月田Datum　d．　Aufn．：1L　Jan，玉983，調査面積Gr6Be　d．　Pr（＞be且ache二

3m2，植生高および植被率H6he　u．　Deckung　d．　Vegetat三〇n　l　40　cm，50％，出現種数Artenzahl　l　6，

Kennart　d．　Ass．： 群集標微声

Rαがしω慨SSα翻㍑Svar．1態or‘C箆S盛S
　　　f．r砂1ταηお〃。掘θ∫

B璽9｝豊玉r二

　丁んμα7’θα’η〃0～τ4‘α

　ハマダイコン　　4・4

随伴種

　クロイワザサ　十・2

Eゆ1τorδ’αα‘0‘O

Cんα1⑳θ4甜襯αcμη1加α㍑翫

四9ηα1παγ∫ηα

Tρ〃α901～∫α’θ〃α90π0昭召S

調査地Fundort：Aragusuku，　Gusukube－cho城辺町菊τ城

ハマタイゲキ

マルバアカザ

ハマアズキ

ツルナ

十

十

十

十

混入しており，ハマガラシーツルナ群落と共通し．てや

や富養な立地に生育している。城辺町のハマダイコン

群集は人為的な二月によりハマアズキーグンバイヒル

ガオ群集が破壊され，その後に成立した植分と考えら

れる。

　ハマダイコン群集の典難的な植分は礫浜の半安定地

や，海岸断崖基部の適潤な崖錐部にみられる。植分の

高さは1m以．．1二に達し，ほぼ純群落状で生育してい

る。砂丘地の．面分は一般にやや疎な群落となり，隣接

群落からの混入．種が多くなる。

　3）　ハマアズキーグンバイヒルガオ群集（Tab．3）

　Vigno・lpomoee七um　pes－caprae詳ゴ
　　Miyawakl　et　K．　Suzuki　1976

　海影砂丘の不安定地にはハマアズキ，グンバイヒル

ガナなどの優占する群落が広く生育している。この地

被性つる植物群落はハマアズキーグンバイヒルガオ群

集にまとめられる。

　宮古島のハマアズキーグンバイヒルガオ群集は植生

高10～25（90）cm，植被率は40～95％となる。優占

．種であり，．標三種でもある2種のほか，スナヅル，ク

ロイワザサ，ハイシバなどの低茎の砂丘植物が混生し

ている。出現種数は今回調査された植分で3～7種，

平均5．種である。宮古島のハマアズキーグソバイヒル

ガオ群集は生育立地により混生種に差がみられる。砂

丘地の砂が移動しやすい，比較的不安定な立地の植分

ではクロイワザサ，キダチハマグルマが特徴的である

（クロィワザサ亜群集）。また砂の移動が少ない，やや

安定的な立地の植分はソナレシバ，ハマボッスなどで

区分される（ソナレシバ亜群集；新納・川上1979，新

納1979の資料）。そして砂丘筋線に近い先駆的な植分

は特徴的な種を欠いている（典型亜群集）。

　ハマァズキーグンバイヒルガナ群集は南西諸島をほ

ぼ北賑として熱帯地域に普遍的にみられる砂丘草原で

ある。



　4）ハマタイゲキーイリオモテアザミ群落（Tab・4）

　Eゆん。所αα‘伽・αγs’㍑ηしわr顔。α漉var．

　　π～oη密。オρηs2－Gesellschaft

　砂浜を広く被うハマアズキーグンバイヒルガオ群集

の内陸側，砂丘低木林の前縁酪／はやや大形な多年ノlr’1：

本植物の生育地となっている。適湿な立地である場合

｝こはハマウド群落（宮脇ほか1983）が，；．1．1蒲立地では

キダチハマグルマ詳集にまとめられる前縁部植生が発

達している。そして，今回まとめられたハマタイゲキ

ーイリオモテアザミ群落は乾性な龍縁デ撒こ特写的に生

育している。

　ハマタイゲキーイリオモテアザミ群落は無生ll隻石30～

60cm，植被率70～90％に達する。イ夢オモテアザミ

が優旨し，ハマタイゲキが結びつくほか，ハマアズキ，

スナヅルなどの砂！卦：原生の劉i生r・：本植物が玉筆度

で混生している。出現租数は5～8種，［二均7種である。

　イリオモテアザミと，そのlJ：．種のシマアザミは海｝．界

断崖中のテラス地と，砂丘地のいずれにも優占植分を

形成する。断崖地のイリオモテアザミ栢分にはテッポ

ウユリやヤン’バルツルハッカなどが結びつき，イリォ

モテアザミーテッボウユリ群落としてまとめられてい

る（宮脇ほか1983）。ハマタイゲキ～イリオモテアザ

ミ群落は砂丘地のイリオモテアザミ優占祥落であって

砂丘地生のフロラの混入を受けている。同じような生

態はハマアザミ　C〃5融η1η雌が∫加z㍑η1などにもみら

れる。

　5）　キダチハマグルマ群集（Tab．5）

　Wedelieむum　biflorae（Ohba，Miyawaki
　　et　Txユ973）M三yawaki　et　I〈．　Suzuki　l976

　キダチハマグルマ111集は海羅砂丘地のモンパノキー

クサトベラ群集の前縁部にみられるキダチハマグルマ

優占植分である。

　植生両は約1m，植被亨二は90～100％に照する。優

註するキダチハマグルマのほかにはハマオモト，ハマ

ウド，クサトベラ，クロイワザサなどが混生している。

出現稼数は今冬調査された描分で，5～9種，平均7

種である。

　キダチハマグルマはその優占群落は低本林植生の前

縁部に特徴的であるが，城辺町の砂浜ではより前面の

ハマアズキーグンバイヒルガオ群集【．1．rにも低測度なが

ら7；在的に生育している。

　6）　イソマツーモクビャクコウ群集（Tab．6）

　Llmonio　　、vrlght三i・Crossostephie・

　　tum（Mlyawaki　1967）Mi｝・awaki　et　K．　Suzuki

　　l976

　隆起サンゴ礁の前縁部で，常に海水の飛沫をあび，

時に火波に洗われる鈷岩地にイソマツーモクビャクコ
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ウ群集が生育する。宮；1ゴ島ではイソマツが主要な君i冶

構成種として，分布生育し，他の群集標徴種のモクビ

ャソコウはみられない。出現種数は生育華麗のきびし

さを反映し，1～4種というごく限られた種のみが生

育している。

　イソマツーモクビャクコウ祥集の生育立地は唖察1帯

の海琳隆起サンゴ礁であり，波食による艶書のは昏テし

い岩、ヒの凹部にわずかに砂質一．ヒが堆積している。した

がって．ヒ壌は’常に極封｝tiな乾燥にみまわれ，他の多くの

海岸植物の侵入を阻1ししている。イソマツは岩際の斑

状地に固i若生育し，蓋葉はクチクラ層の発迂によって

．光沢があり，耐塩性を書している。

　’1．r古島のイソマツーモクビャクコウ群集は4！lt．群妻さ

に．． h伺蒸1分された。イソフサギ鐙1祥集はイソフサギ1

種を！lr群集区分種とし，海摩最購線に1ぐノニ置している，、

イソフサギ亜群集の背後には拙現種数の少ない典型亜

群集が生育し，砂土の堆積のみられる凹状地きこはイワ

タイゲキ粥臼集がみられる。コウライシバ亜群集は隣

接するソナレムグラーコウラィシバ群集の標微．種であ

るソナレムグラ，コウライシバの2．種で匿分され，イ

ソマツーモクビャクコウ群集の鮫も陸側に位置し，海

水の影響の少ない乾性立地に生育している。

　宮’占’島でのこれらの！1亘群集の分布は上野村にイソフ

サギ亜群集，「ド地にイワタイゲキ亜拝集、弛卜安茎崎

にコウライシバ1田1集がおもに分布している。典型亜

群集は益地｝こ散在して生育する。東平安名崎は比｝1：llの

高い波食台のためイソマソーモクどヤクコウ群集の生

育は少ない。

　7）　ソナレムグラーコウライシバ群集（Tab．7）

　Hedyot至do－Zoysletum　tenuifoiiae
　　Miya“・akl　1967

　隆：起サンゴ礁の．．1二．部や海にドljう緩傾斜にコウライシ

バの密生する草原がみられる。植生高は大部分の植分

で／0cmに達せず，出現種もコウライシバの他は群集

漂細細のソナレムグラが低被度で生育し，他に偶生的

にわずかの海岸植物がみられるのみである。

　ソナレムグラーコウライシバ緕集は群集名の2．種を

標徴種とし，’1．1古島に限らず，九州南部から南西諸島

の各派に広く分布している。冨古島では．．i．‘野村，下地，

西二女名望で記釣とされたが，いずれも出現種は1～4

種の単純な．種紐成をノ」そしているG生育地はイソマソー

モクビャクコウ群集に隣接して位置し，基岩のサンゴ

礁も風化し，凹部に．は砂土が堆有髪している。二L壌はき

わめて強く乾燥する。

　亜群集レベルでは典型亜群集，、ハナカモノハシ亜群

集，ホソバワダン亜祥集の3亜群鱗さが記録された。典

型亜群集は特別な【X分種をもたず，｛1．詐集の典型都を示
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している。ハナカモノハシ亜群集は典型薫群集よりは

ヨ：二壌の堆積も多く，より陸側に生育地がある。ホソバ

ワダγ亜群集は群集内では最も安定した立地を示して

いる。典型亟群集は島内各地に広く分布し，ハナカモ

ノハシ亜群集は西平安西崎を中心に分布している。ホ

ソバワタン亜群集は上野村で1ケ所記録されたが断墨

風衝草原に近い種組成を示し，他の群落への移行的な

思至と考えられる。

　8）　ミヤ著ジマハマアカザ群落（Tab．8）

　澱’アψ如κ，πα酒η10測ゴczゴαηα．Gesellschaft

　ソナレムグラーコウライシバ群集が優占的に生育す

る隆起サンゴ礁上の平坦地か，やや凹状の立地にミヤ

コジマハマアカザが斑紋状に密生する植分がみられ

る。　ミヤコジマハマアカザは茎葉が灰白色であるた

め，とくにきわだった栩観を示している。

　ミヤコジマハマアカザ群落はミヤコジマハマアカザ

が．優黙して生育し，他にコウライシバ，ソナレムグラ

の常在度が高い。ミヤコジマハマアカザはハマアカザ

によく類似し，厚肉の広葉を密生している。これとよ

く似た生育形をもつツルナもごく稀に出現し，またミ

ルスベリヒユもみられる。一般にハマアカザ属植物や

ツルナは海岸の當栄養地に生育地をもつ種であるが，

ミヤコジマハマアカザの生育地も同様の生態的特徴を

もつものと考えられる。

　ミャコジマハマァカザ群落はすでにMlyawaki　et

Suzuki（1976）に記録がある。今剛の宮古島の植生調

査資料からは種組成上はソナレムグラーコウライシバ

群集の一下位群落と考えられるが，オカヒジキクラス

への所属もr．．卜分に考えられる。

2．　低木林植生

　9）　ミズガンピ群落（Tab．9）

　Pαπヵん∫sαcf4π」α・Gesellschaft

　ミズガンピは高さ50～100cmの常緑低木であり，

隆起サンゴ図上に点在生育し，斑紋状の群落を形成す

る。群落の種組成はミズガンピが優占し，他にイソマ

ツ，コウライシバ，ハリツルマサキなどわずかな種で

構成されている。ミズガンピは叢生状に生育して群落

の上顯部を占めるが，風衝の強い立地では高さ8Cm

内外の繧生形をとる場合がある。また風背側では1搬

内外に達する。

　宮古島で得られたミズガンピの優占植分は3個の下

位群落が記録された。典型下位群落はミズガンピ優占

植分を示している。イソマツ下位群落はイソマツ，コ

ウライシバ，　ソナレムグラで区分され，明らかにイ

ソマツーモクビャクコウ群集やソナレムグラーコウラ

ィシバ．群集に隣接して生育することを示している。ま

たハリツルマサキ下位群落はもっとも群落高が高く，
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Laufende　Nr，・
F’eld榑沢r，：

　　　　　　　　Tab．4

Eゆ1・o痂αα孟．・∫o・αアs伽zウr囲。αμ～2var．

Gr613e　d．　PrGbef黛。ぬe　（m2）二

H6he　d．　Vegetation（cm）＝

Deckung　d．　Vegetat1on　（％）＝

Artenzahl　l

ハマタイゲキーイリオモテアザミ群落

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Cれ・Sれ4～π　δγαノピCα㍑～ρ　var．ゼr／0ηZO良η～Sρ
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F董9。3隆起サンゴ礁上に生育するイソマツーモクビャクコウ群集（上野村）。

Auf　dern　gehobenen　Korallenriff　wachst　das　Linloniowr量ghti三．

Crossostephietum（Ueno・son）．

　Fig．4　ソナレムグラーコウライシバ群集（上野村）。

Hedyotido－Zoysletumtenuifollae　（Ueno・son）．
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調査地Lage　d．　Aufn．：Irihennasaki西平安名1埼＝．　調越年．月日Datum　d．　Aufn．：10．　Jan．1983．

灘　轟 麗　　罐聾
購

　黙轟脅

麟 護概
　　　へ
r灘　灘

馨

Fig・5　隆起サンゴ礁上の安定地に生育するハリツルマサキーテンノウメ群集（東平安名岬）。

　　Auf　der　ebenen　F玉ache　des　gehobenen　Korallenriffs　kommt　das　M　a　v　t　e　n　o．

　　Osteomeletumanthyllidifo11aevor（Agarihennazaki）．

後述のハリツルマサキーテンノウメ群集やモンパノキ

ークサトベラ群集に接して生育することを示してい

る。

　このようにミズガンピは相観的には低木書詐落として

草本群落と，他の低木群落との間に介在する一つの独

立した群落を形成する。しかし種組成的には様々な隣

接群落の種を共有することにより，群落の独立性は低

いものと考えられる。
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　10）　ハリツルマサキーテンノウメ群集（Tab．10）

　Mayteno・Osteomeletum　anthy－
　　11idifollaeMiyawakietK．Suzuki1976
　海水の飛沫を受けることは少ないが，風衝作用のは

げしい波食台上で，地表に接するように横臥して生育

する低木群落がみられる。この低木群落にはテンノウ

メとハリツルマサキの群集標徴種2種が常に共存生育

し，テンノウメの植被率がやや上まわる植分が多い。

両種ともクチクラ層の発達した光沢のある葉を密生

し，群落の表面をおおっている。植生高は5～20cm

ときわめて低平な低木群落である。

　ハリツルマサキーテンノウメ群集は宮古島では2亜

群集2変群集に下位区分された。典型亜群集は標徴種

2種のいずれかが優占種となり，他の種をほとんどま

じえない。コウライシバ亜群集はコウライシバで区分

され，ソナレムグラーコウライシバ群集に隣接した植

分がまとめられた。さらにミズガγピ，アオツヅラフ

ジ，ナハエボシグサの生育する植分はミズガンピ変群

集として下位区分されたが，この変群集は黙状地で風

衝を受けにくい立地にみられる。

　ハリツルマサキーテンノウメ群集は城辺町東平安心

騎にとくに優占して分布している。仲田・幸替（1982＞

はr］群集がこの場所に限って分布することを述べてい

る。岡所は観光地のため訪れる入閻も多く，台地上の

ハリツルマサキーテンノウメ祥集の植分は多かれ少な

かれ踏圧を受けているものと考えられる。

　1b　モンパノキークサトベラ群集（Tab．11）

　Messerschmid1o．Scaevo1etum　tac．
　　cadae（Ohba，　Miyawaki　et　Tx．1973）Miya．

　　waki　et　K．　Suzuki　1976

　隆起サンゴ礁の岩上で最も発達した風衝低木林とさ

れるモンパノキークサトベラ群集は波食台．1二の安定立

地をしめ，1～3mの常緑低木林を形成する。同特に

砂丘上にも生育し，隆起サンゴ礁上の場合よりは植生

｝巧の高い低木林となる。

　群集の主要な構成種であるモンパノキとクサトベラ

は互いによく似た生育形をもつ常緑低木であるが，宙

者は白毛を騎生し，後者は光沢があり無毛（裏面有毛

のケクサトベラも多い）であり外観から受ける印象は

異なっている。共存種にはハマウド，テッポウユリ，

シマアザミ，ノアサガオなどの草本植物があり，林床

に疎に生育する。生欝地はサンゴ礁上と砂丘地では異

なり，同蒔に種組成も異なる。ハマオモト，ハイシバ

で区分されたハマオモト亜群集は砂丘上に，ハリッル

マサキ，オオハマボウ，クソエンドウ，ヒゲスゲで区

分されるオオハマボウ亜群集は隆起サンゴ礁」．にそれ

ぞれ生育している。

　ハマオモト亜群集は城辺田∫の海岸砂丘上に分布生育

し，アダン群集の前面に帯状の生育をしめしている。

一方ナオハマボウ亜群集は宮古島南昂の下地lll∫，王野

村の海ナドに分布し，ソナレムグラーコウライシバ群集

の背後に位置している。
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　　　　　　Fig。6　モンパノキークサトベラ群集（平瀬尾願崎）。
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　12）　アダン群集（Tab．12）

　Pandanetum　tectorliMlyawakletK．
　　Suzuk｝1976

　城辺町新城の砂丘地ではモンパノキークサトベラ群

集の後背地で，ハスノハギリ群集の前面にアダンが樹

高5mで優占する低木林が調査された。アダンを．標引

回としてアダン群集にまとめられる。アダン群集は，

一般に河川域では，サキシマスオウノキ群集，ケナガ

エサカキースダジイ群集と，オオバヒルギ，オヒルギ

が生育するマングローブ林にはさまれた，マングロー

ブ日域内陸側の外周にあたる立地や，宮古島の砂丘地

などにみられるような，海岸風衝低木群落のモンパノ

キークサトベラ群集の後背地などに群落を形成してい

るQ

　アダン群集は，アダンを主な構成種とし，他の種は，

隣接する風衝低木林構成種のクサトベラや，砂丘高木

林を形成するオオハマボウ，ハスノハギリなどの種が

混生していることが多い。繊現種目6～7種と少ない

単純な種組成をもっている。

　13）　ク隣ミノオキナワスズメウリーオオハマボウ

　　君羊集　 （Tab．　13）

　Melothrlo・Hiblscetum　tl目acei
　　Miyawaki　et　K．　Suzuki　1976

　砂丘地の安定地にはオオハマボウを標微．種として，

宮占島ではみられなかったクロミノオキナワスズメウ

リを区分種とするクPミノオキナワスズメウリーオオ

ハマボウ群集が生育する。下地町入江湾，平良市狛τ俣

などのマングローブ林の後背地で調査された。クロミ

ノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集は，一般に

砂地基盤の立地にかつては広く発達していたものと考

えられる。沖縄本島の御獄にわずかに残されている。

西表島では紳間）【1や浦内川河口中部のマングローブ林

後背地に多くみられる。宮古島ではマングローブ林の

後背地に残存林がみられ，平良市狩俣ではクロヨナ，

アダン，シラキなどが混生し，パックマングローブ林

の聖旨にある。下地町入江湾ではアコウを伴ってい

る。これらの種とと醤こ林縁群落を形成するイボタク

サギが高い常在度で混生しており，クロミノオキナワ

スズメウリーオナハマボウ群集が砂地の海岸部で，i勾

陸の常緑広葉樹林と接するマント群落の機能をはたし

ていることが示される。

　14）　シマシラキ群落（Tab．14）

　Eκ‘o召。α1’ガαα9α〃ocんα・Gesellsc1｝aft

　マングローブ林の内陵側で，やや泥至が固結した立

地にシマシラキが被度5で優占する植分が調査され

た。日本では，．．ケ・那国島，西表島で調査されており，

種組成は，宮古島lr：4様に出現種数2～3ときわめて少な
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Lfd．鍾r．：

Feld＿酋r．＝

Gr68e　d．　Probe且ache（m2）、

H6he　d．　Strauchsch三cht　（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht　（％）：

H6he　d．　Krautschlclユt（m）・

Deckung　d．　Krautschicht（％）；

ArtenzahI：

1くennart　d．　Ass．：

　Pαη4αη㍑5040ηπ～∬’1πμS

Begleiter：

　・4がs’oJocん～α置α9α～o

P・’佛’～αC・り励・Sαvar．・伽∫び・〃α

　C～θro4θη47’0η　～ηρr1πρ

　　Tab．12　アダン群集

Pandanetum　tectorii
通

期

し　番　り・

査　番　写

調　 査　 面　 積

低木層の高さ

低木層繊被率
1∵〔木層の高さ

了r髪階層植被率

出　　現　 種　 数

群集標徴種
　アダン

随　　伴　　種

　コウシュンウマノスズクサ

　タイワンウ才クサギ

　・イボタ　ク→ハキご

s

K

S

S

S

K

三

M
204

70

5

80

1

5

6

5・4

1・2

十・2

十・2

十・2

2

M
201

120

5

80

ユ

3

7

5・5

十・2

十・2

1・1

L2
　十

1槻11肋種A・β・・d・mleel・m・l　i・Lfd・N・．！・H・…1・4～・・・・・・…ス，．・潟K．＋，　P。、伽α

∫cωz伽sva…1・・！’～・・…マサれ・カズラK一＋・i・2・3…〃・！・…～…クサトベラS．＋，レ1・，4。“α

嫌…キダチ・・マグルマK一＋，砺ノ…副〃1・蜘鋼一オ／・マボウK．＋，
調査地F・・d・・t・A・ag…k・，　G…k・b・・ch・，　Miyak・一9・・宮罐1城，4田噺城．

ノ

嘉

轟譲，

嘩灘

鍛

粥鷲

観

・鱗i：『

難

鎌饗

　　　獣銭欝 講
暫＝蟻譲

渇
Fig・7知・財キナ・スズ・ウリー耕一マボウ喉の騰穂オオー妹ウ（城辺田∫）。

　　伽’・c…伽螂，di・Cha・akt・・a・tdesM・1・th・i・・Hibiscet。mtiliacei
　　（Gusukube・cho）．
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Tab。13　クロミノオキナワスズメウリ…オオハマボウ群集

　　　　lN4elotrio－Hibiscetum　t隻1玉acei

Lfd．　Nr．：

Feld塵Nr．；

Gr6βe　d．　Probefiache（m2）：

H6he　d．　Baumschicht　（m）：

Deckung　d．　Baumschicht（％）：

H6he　d．　Strauchschlcht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

R6he　d．　Krautschlcht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht　（％）：

Artenzahl：

Kennart　d，　Ass．：

　H酌∫30㍑3’〃ゼαc2㍑s

Poη9ωπピαμηπα如

Pαη4ω耀50407’α‘～S5∫η耀S

C如γo〔∫のz4roηゼπ9γη1ρ

∠）θ17ゼs‘1ゴ∫o々α‘α

通　し．番

調　査　番　万

調　査　　畠

低木層の高さ
・低木層植被率

草：本層植被率

鵠　　現　 種　 数

群集標徴種
　オフi一／、一マボウ

随　　伴　　種

　クロヨナ

　アダン．

イボタクサギ

シイノキカズラ

B
S

B

B

S

K
S

K
S

K

1

SO
172

80

5

90

！

20

5

4・4

1・2

2・2

1・2

！・2

！・2

2

M
179

48

8

75

2．5

70

0．3

3

6

44
2・3

3・3

2・3

十・2

1・1

　十

3

SO
178

40

8

90

3。5

70

0．5

！0

6

5・4

○

2・1

2・2

3・3

1・2

！・2

！・2

出現1圓の種AuBerden　le　einmal　in　Lfd．　Nr．1：F溜∫膨契功αvar。ゴ⑫oηガ。αアコウS－3・2；in　2：

Mαy’θπ1zs　4加θγsヴ01如ハリツルマサキS一＋，∫）’‘‘o∫ρor1ρπ如〃〃αi・ベラS一十；in　3：Mo川5απs‘γα〃∫

シマグワS－1・1，C1の1ταがs‘or，1・耀07’αセン．ニンソウK一十．

調葭地Fundorte；Lfd．　Nr．1：Bucht　Irie，　Shimoli・cho下地町入江湾；2，3：Karimata，　Stadt　Hirara平鍵

　．市狩俣，

Lfd．　Nr．：

FeldPNr．：

Gr6βe　d。1〕robeflache　（　　　　りm｝）：

H6he　d．　Strauchsch1cht（m）：

Deckung　d，　Strauchschicht（％）：

Hδhe　d，　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht　（％）：

Artenzahh

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　8κCOθ0αγゴααgα〃OCんα

　8㍑9μゼθrαgy微oγ71i’どα

Begleiter；

　C’2γ042ηo【1’oπ’ηθηπθ

　エ〉σ万∫〃吻滅z‘α

　　Tab．14　シマシラキ群落
Eκcoεcαrfα　αgα”ocんα。Gesellschaft

通　し　：番

調　査　番

調　査　面

．低木層の高さ

低．木層植．納戸

．草本謄の高さ

草本層植．被戸

出　現　種　数

群落区分種
　ロ　　　　　　　コ　　　　　　レ

　ソ｝マソフヤ

　オヒルギ

随　　伴　　種

　イボタクサギ

　シイノキカ．ズラ

S

S

S

K

1

M
175

80

6

90

0．3

i．

2

5・4

十

2

SO

！55

25

0．5

85

0．2

1

3

5・4

1・2

調査地　Fundorte；Lfd，　Nr，1，3：Irienotaki，　Shimoli－cho，　Miyako－gun宮古郡下地均’入江滝，

　Shimoli・cho，　Miyako・gun宮古郡下地i日丁上地．

3

SO
171

50

7

90

2

5・5

！・1．

2：　Uech1，
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い。シマシラキ群落は，オヒルギ群落のさらに安定し

た立地に島状に．優里林をfl三っている。新納ほか（1974）

は西表島東部の内1蛮の礫質塩湿地に発達する灌木林と

して報告している。タイのマングローブ林中では，バ

ックマング・一ブの中で，シャコ山が発達する山．．．1．二に，

λづゾ00αγメ）㍑S1η0如cceη5誌　ニリスホウガンや　λ㌃y！0・

cαゆμsgrαηα抱η1ホウガンヒルギなどと共に群落を

形成．している。二次的にはオヒルギ群落内の土壌固結

地などにシマシラキが．優占植分をつくることがある。

宮古島のシマシラキ群落は北限域に位概する．ため単純

な種組成を示しているものと・考察される。

　15）　リュウキュウポタンヅルーイボタクサギ群落

　　（Tab，15）

　α伽α∫sg～ρααvar．　ryz吻μρπ∫∫s・αoγ0407z4roη

　　〃τ〔η’ητθ一Geselischaft

　リュウキュウボタンヅルーイボタクサギ群落は海田：

高木林であるハスノ．ハギリ群集の林糸：二部に生育するつ

る一低木群落である。群落名の2．種のほかハマサオト

．メカズラ，コウシュンウマノスズクサ，ノアサガオな

どのつる植物が多数混生し90～100％の密な植被を形

成している，，

　南廼諸島の林縁マント群落に二ついては，宮脇ほか

（1983）でマングローブ後背地を．含め7群落が識別され

た以外ほとんど明らかにされていない。今團まとめら

れたりュウキュウボタンヅルーイボタクサギ群落には

ノアサガオ，リュウキュウボタンヅルなどの島内に広

く生育するつる植物に翻え，イボタクサギ，ハマサオ

トメカズラなどの海浜生の林縁生植物が混生している

ことが特徴的である。

3．　高木林植生

　16）　ハスノハギり群集（Tab．16）

　HernaRdietumsonoraeMiro，K．Miyagi，
　　K．Shinlo　et｝｛．　Shimabukuro　1974

　宮古郡城辺町新城の砂丘安定地に，ハスノハギリが

構高7～12mの亜高木林を形成している林分が調査さ

れた。亜高木願にはハスノハギリが被度5と．鍍i潔し，

ヤェヤマァォキ，トウヅルモドキをわずかに混生させ

ている。低木陰｝にはハスノ／・ギリ，コウトウヤマヒバ

ッが植．被率20～30％を占めている。草本層はハスノハ

ギリの幼構が多く，トウヅルモドキ，イボタクサギなど

がわずかにみられるにすぎない。このような林分は，

Laufende　Nr．；
Fe正d＿醤r，＝

　　　　Tab。15　ジュウキュウボタン．ヅルー．イボタクサギ￥洋落

αθηzα巨sgγα‘αvar．り・㍑々yμoηsゴs－C1θ1’04θη4γoηゼηeηηo・Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　通し．番γプ
　　　　　　　　　　　　　　調　　　番　・弩・

Gr63e　d，　Probenache（m2）：

Wardrand・Exposition：
H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht　（％）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：
1）eckung　d．　Krautschicht　（％）：

Artenzahl：

Trennarten（i．　Gesel［schaft：

　C’θτ040η4ザ。πゴη召ノ’ητρ

　αe7πα1．ゴs　grα如var，7’翼々」・溜zsお

Pαθ4¢1ゴαSCαη4（～πs　var．ηエαプπ～ノπα

・4r～5‘o～oc／びα‘α9α如

ゆ01π0θα加4記α
八40r駄Sα14S‘γ（L～ピS

Prρη1ηα‘0り励OSαvar．0δ伽Sガ∫0’」α
α召7顧∫∫．αJSoηぬ’ガ∫01∫α

Tyloカ1zorα‘αηα々αρ

SCαθ〃oJα5（ηゴC20

ムθzκαθηα陀麗cooθ晶々α如

Cα〃ガ0αゆαゴαカ0η∫Cαvar．臨工〃万α7．～∫

8んγe怠αη1記γの妙‘‘α

．βrρyη融0．〃ΣC力雄々S

Aグαcαγαη9α彦αηαr謡5

A4θ～αηo！θが∫1πμ〃ゴ9’απ磁♂oso

∫7砂2γα‘αの伽姻0αvar．ん卿’砂
盆ゆ加’αゴ2πθηηρ4∫σ

γ函〃zgゼαブ妙0η∫0α

調　査　面

回縁　方　位
．低木層の高さ
低木層の植彼率

草本∫韓の植．被率

LI＝1　現　種　数

群　落区分種
　イボタクーナギ
　リュウキュウボタンヅル

　ハマサオトメカズラ
　コウシュンウマノスズクサ
　ノアサガオ
　・ン『マグワ

　タイワンウオクサギ
　サンヨウボタン．ヅル

　ツルモウリン三

二　　伴　　種

　クサトベラ
　ギンネム
　オオムラサキシキブ
　フクマソギー

　才オシマコパンノキ
　オオノミキ：’

　ヤンハルアカ．メガシ17
　チガヤ
　アオノクマタケラン
　オニタビラコ

調査地Fundort：Aragusuku，　GusuKube－cho城辺田丁新城．

調査年月日Datum＝！！，　Jan，．1983．
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幽幽欝

　艦こ’馬’

・岱ゾ幽

糞1蝶

・欝欝タ

騰裡F量9．8　ハスノハギリ群集の林縁部に生育するリュウキュウボタンヅルーイボタクサギ群落（城辺町）。

　　1）ie　C’θ11多α‘∫s　gプα孟αvar．　ry1‘々y㍑07z5～s・C’θro4θ114γoπ～1τ2γ1πθ・Geselischaft　umrahmt　mantelarUg

　　entlangdasHernandietumsonorae　（Gusukube－cho）・

　　　　　　Fig．9　ハスノハギリ1洋渠のi票艶種，・・スノハギリ（城辺町）。

∬θη～αη漉α∫oηorα，eineKennartdesHernand1etuInsonorae　（Gus耳kube－cho）．
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Lfd。　Nr．：

Feld．Nr．：

Gr6廊e　d．王）robeflache　（m2）＝

H6he　d．　Baurnschicht　（m）：

Deckung　d．　Baumschlcht　（％）：

H6he　d．　Strauchschicht（m）：

Deckung　d，　Strauchschicht　（％）：

1遷6he　d．　Krantschicht（m）l

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Artenzahi：

Kennart　d．　Ass．：

　H（〃ηω14げαSOη0γ0

Arten　d．　h6heren建lnheiten：

　FJαgo〃αがαゴη4∫cα

！1．π躍4θs1ηα卿吻1z4加π

　　var，ραγδαオ鴛η1

躍αs加γ9α如
ルブ。海η4αC鉱γ∫∫0〃α

五〃Sθαゴαカ0η此α

　饗ab．16　　ノ、スノ／、ギーリ零羊璽斗

Hernandietum　sonorae
　　通　し　番　号

　　調　査　番　勢

βゴsolzoガ1αブαθαη∫cα

Cα〃かごαゆαノα加ナ～蜘var．燃副απ5

C’θro4〔～π4γ0η」ηθr～η召

〆レゴs‘o～oc1τ∫αオασα～α

　　　　　　　o

Pαη4αημ50401’α‘．’∬∫7π145

∫ガδゴsc㍑∫彦πガαcρ1己5

調　査面
高木履の高さ
高木層植被率
．低木層の高さ

．低木層植被率

草本履の高さ
草本層植被率

拙　現種数

群集凹凸種
　ノ、スノノ、ギリ　　　　　　　　 B

　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　K

上級単位の種
　トウヅルモドキ　　　　　　B

　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　K
　コウトウ・ヤーマヒハツ　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　K
　ノ、一マ．イヌビーフ　　　　　　　．βLS

　ヤエLヤ・マアオキ　　　　　　BS

　ハマビワ　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　K

　ア論理　　　　　　　SK
随　　件　　種

　オオムラサキシキブ　　B．、S．

　・．イボタク→ナキご　　　　　　B．S

　　　　　　　　　　　　　　K

　コウシュン．ウマノスズクサB

　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　　　　　　K

　アダン．　　　　　　　　　　B

　オオハマボウ　　　　　B．．＄．、

1

SO
200

144

12

95

3

20

0．5

15

！4

5・5

2・2

2・2

1・2

2・2

1・2

Lユ

十

十

1・1

十

十・2

2・1

±

2

SO
210

200

8

95

3

30

0．5

10

13

5・5

1・2

1・2

十

2・3

1・2

十

土

±

1・1

1・2

3

M
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9
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十・2

十・2

1・2
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十

÷

十・2

十

＋・2

十・2

十・2

韻現1圓の種Auβerdem　je　einmal　ln　Lfd．　Nr．1：α6η1α儒α～50癖オ痴。！∫αサンヨウボタンヅルS一十，

　ゐ〃脚力θ∫加。α∫αコヤブランK一十・2，C！2ηzα∫∫s　1η2yθη如7ταヤンバルセンニンソウK一十；ln　2：Tτ〃♪加知

　‘erπα雄ショウベン．ノキS一十，ム∫γ｛oρeμα‘：y♪’1yZ’αヤブランK一十，　Bo¢勧L¢γ短れゆ侃。，1擢¢αva「・coπ’

　ooJoγアオカラムシK一十，5瞬！ακδ哲oγαヒ丁重カラK一十・2；in　3：ノαs7π加μ1πsp，オウバイ属の一種

　S一÷，K一一十．

言青柏地Fundort：Aragusuku，　Guskube・cho，　Miyako・gun鴇’古’．：1封1城辺i町新城．

八葉：出諸島，沖縄諸島1こ局地的をこ分布しており，ハス

ノハギリを標面面としてハスノハギリ群集にまとめら

れている（新納・宮城・新城。島袋1974）。

　ハスノハギリ群集はハスノハギリを標徴種に，テリ

ハボク，アカギモドキを識別．種とする海岸林であるが，

宮古島ではテリハボク，アカギモドキは調査されなか

った。

　17）　ガジュマルークロヨナ群集（Tab，17）

　Flco　microcarpae・Pongamietum
　　plnnataeMiyawaki　et　K．　Suzuki　1976

　宮古郡下地lll∫川沼iで，マングローブ林に接した隆起

サンゴ礁の岩上に発達する，クPヨナ，デイゴが樹高

12mで生育する林分が調査された。高木第1層にク

ロヨナ，デイゴ，オオバギが混生し，高木第2暦にはガ

ジュマル，クロヨナ，ヤブニッヶイ，ヤンバルアカメガ

シワが混生している。高木層の樹木は，隆起サンゴ礁

上に根を張り，樹枝を四方に伸ばしている。通常の上

方にむかって盃状に伸長する樹形はみられず，わい曲

．した姿態を呈している。低木層も，リュウキュウガキ，

クロツグ，ゲッキツ，フクマンギ，モクタチバナ，ボ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．17　ガジュマルークロヨナ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fico　microcarpae・Pongamietum　pinnatae

調査番弩Feld－Nr，：M一蔦7，調査年月1ヨDatum　d。．Aufn．：10．」．an．’83，調査酌．1積Gr6βe　d．　Probe舩che：20x20　m，高木第1層の高さと植被率Hδhe　u，茎）eckung

d．Baumschicht・1：12　m，95％，高木第2層の高さと植被率R6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht。2：8m，60％，低木暦の高さと植被率B6he　u，　Deckung　d．　Strauch－

schicht：2m，80％，草本願の高さと植被率｝｛6he　u．　Deckung　d．　Krautschichヒ：0．8組，60％，出現脚数Artenzahl：32．
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チョウジ，ハマビワ，ギョクシンカなど18種にも達す

る低木が混生し植被率80％を占めている。草本層には

クワズイモ，ホウビカンジュが多く，グミモドキ，オ

キナワソケイ，ハスノバカズラ他が混生している。こ

のような林分はガジュマル，クPヨナ，リュウキュウ

ガキを標微種としてガジュマルークロヨナ群集にまと

められる。

　ガジュマルークロヨナ群集は，沿海讃の隆起サンゴ

礁上に発庄する常緑広葉樹林で，クロツグ，ゲッキ

ツ，フクマンギ，ホウビカンジュ，グミモドキなどの

東南アジアにまで分布が広がる種祥を構成種として特

徴づけられる。宮古島ではクロヨナ，デイゴが優占し

た林分を形成している髄分が調査されたが，奄プ渚

島（与論島，：汗界島；宮脇ほか1981），沖縄本島（鈴

木邦1979），八重山諸島（石垣、［1寿：鈴木邦1979）では，

クロヨナ，ガジュマルなどが縷i占林を形成している。

宮古島におけるガジュマルーク腰回ナ群集の発達地も

かつては広かったものと考えられるが，現在残されて

いる生育地はきわめて限られている。

B，海岸植生の群落配分

1．　海岸砂丘地の植生配分（Fig．10）

　宮古鳥の海岸線は広く隆起サンゴ礁の海食崖で占め

られており砂丘および砂丘植生の占める而積は少なく

未発達である。

　城辺町薪．城では汀線から約80mの帳で砂丘植生が

観察された。汀線に近く，打ち十げられた海藻や木片

などの有機物の堆積地はハマガラシーツルナ群落の4．

育地となっている。ハマガラシーツルナ群落に続いて

ハマァズキーグンバイヒルガオ群集が地磁性つる植物

群蔭として広い面積を占めている。ハマダイコン群集

はハマアズキーグソバイヒルガオ群集内で，人為的に

擬乱され一時裸地化された土地に小斑状に杢i三曝してい

る。ハマアズキーグンバイヒルガオ群集の後背地，モ

ンパノキークサトベラ群集の常談脇まハマタイゲキー

イリオモテアザミ群落，キダチハマグルマ群集，ハマ

ウド祥落（宮脇ほか1983）などの大形多年生草本植物

群落が微地形的な砂丘の凸凹，水分条件に対応して生

育している。ハマタイゲキーイリオモテアザミ群落は

比較的乾性な立地1こ，ハマウド群落は適潤地に，そし

てキダチハマグルマ群集は中庸立地の曝露醗1に帯状に

生育している。砂丘地の風衝低木林では汀線側にモン

パノキークサトベラ群集が配分し，P加2痂κsp．の植

栽を経て小凸都のアダン群集に移行している。アダン

群集の後背都は安定した適潤地となり，ハスノハギリ

群集にまとめられる海｝卜義目林が発達している。ハス

ノハギリ拝集の後背地はガジュマルークロヨナ群隼な

どの高木林植生が発」ヱしていた立地と考えられるが，

精興艶嘉．，’
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Figほ1　隆起サンゴ礁上のイソマツーーモクビャクコウ群集およびソナレムグラーコウラ

　　イシバ群集（東平女名崎）。

　　Llmoniowrlgh仁il－CrossostephietumundHedyotido・Zoysietum
　　仁enuifollaeauf　dem　gehobenep　Korallenriff（Agarihennazaki）．
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Li狙on三〇wrightil－Crossostephietum
1：Subass．　von　Philoxerus　wrightii
2：　Typische　Subass，
3：　Subass．von冠uphorbia　j（＞1kinh
4：　Subass．　von　Zoysia　tenuifolla
Hedyot1do・Zoysietum　tenuifoliae
5＝Typische　Subass．：
6：Subass．　von　Ischaemum　aureum
7；Subass．　von　Crepld1astrum　lanceolatum
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Ubersichtstabelle　der　Vegetation　auf　Korallenbauten

　1－4：　イソマツーモクビャク隷ウ群集
　　　　1：　イソフサギ亜君羊集

　　　2：　典型亜群集
　　　3：　イワタイゲキ丑：瞬洋集

　　　4：ロウライシバ亜群集
　ひ7；　ソナレムグラーコウライシバ群集
　　　5：　タ起型亜君羊≡舅さ

　　　6：ハナカモノハシ亜群集
　　　7：　ホソバワダン亜群集
　8：　ミヤコジマハマアカザ群落
　9：　ミズガンピ群落
　10遵2：　ハリッルマサキーテンノウメ群集
　　　　104！：コウライシバ亜群集（10：ミズガンピ変群集，11：典型変群集）

　　　12：　タ廷型亜沼羊套ξ

！3－14：モンパノキークサトベラ群集
　　　13＝　オオハマボ“ウ亜群集
　　　！4：　ハマオモト亜群集
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現在ではサトウキビ畑として利用されている。サトウ

キビ畑，農道に面したハスノハギリ群集の林縁にはア

ダン群集の断片的海運を経てリュウキュウボタンヅル

ーイボタクサギ群落にまとめられる林地マント群落が

生育している。

2．　隆起サンゴ野上の植生配分（Tab．18）

　宮古島は全島が隆起サンゴ礁を基盤とする平坦な島

であり，海岸部は大部分波食性の起伏のはげしい岩礁

となっている。中でも東平安名主と西平安名岬は海に

突出した細長い地形を示し，岩礁は強い風衝作用を受

けている。しかし他の海岸線は比較的変化が少なく，

岩礁も狭い。

　宮古島におけるサンゴ礁上植生は4群集2群落がま

とめられたが，これらの分布や配分は狭い同島内でも

地域性がみられる。

　宮古島北端の西平安名器ウま北西季節風をもっとも強

く受け，海面からの比高も低いため，常に強風と波し

ぶきを受ける。岩礁上は海側よりイソマツーモクビ《・

クコウ群集，ソナレムグラーコウライシバ群集，ミヤ

コジマハマアカザ群落，ミズガンピ低木群落の植生配

分がみられる。後の2群落はこの岬でとくに発達して

いる。また，モンパノキークサトベラ群集は風衝作用

がはげしいため植生高の低い植分が点在するのみであ

る。

　一方東平安名岬では西平安名岬よりは風衝作用は募弓

く，海波の影響も少ないことから，平壌で乾燥した台地

土はハリツルマサキーテンノウメ群集が広くおおって

いる。この台地上での植生魏分は塩風に対する帯斗ナこ配

分よりも，地表面の凹凸に依存している。凸状地は大

部分ハリツルマサキーテンノウメ群集がクッション状

に生育し，艶状部はミズガンピ群落となっている。前

者は海に面した垂直に近い岩壁にも擾占して生育して

いる。イソマツーモクビャクコウ群集はきわめて断片

的に見られるにすぎない。また観光客の脳圧によって

形成されたコウライシバの優即する植分もみられる。

　酉平安名岬と東平卿名岬をのぞく他の変化の少ない

海岸線の植生は下地町皆受，上野村での観察では，海

側よりイソマツーモクビャクコウ群集，ソナレムグラ

ーコウライシバ群集，ミズガンピ群落，モンパノキー

クサトベラ群集の願序で酎分，生育している。これら

の植生配分は風衝作絹よりは，海波によりもたらされ

る塩分量と，土壌発達の程度に対応しているものと考

えられる。モンパノキークサトベラ群集の背後はアダ

ン群集が配分するのが一般的である。

摘 要

　南西諸島全域の海岸植生の調査研究の一環として，

南西諸島の南端に近い宮古島の海岸植生に対する植物

社会学的調査研究が行なわれた。宮古島の海岸線は隆

起サンゴ礁からなる比高の大きい海食窪が大きく占め

ている。この隆起サンゴ礁上では海水の影響に対応し

て，ソナレムグラーコウライシバ群集，ハリツルマサ

キーテンノウメ群集，ミズガンピ群落などが生育して

いる。小規模にみられるサンゴ砂からなる海岸砂丘に

はハマガラシーツルナ群落，ハマアズキーグンバイヒ

ルガオ群集，ハスノハギリ群集などが配分している。

1983年1月の調査で明らかにされた植生単位は以下の

11群集，6群落である。

ソナレムグラーイソマツクラス

　ソナレムグラーイソマツオーダー

　　モクビャクコウーイソマツ群団

　　　イソマツーモクビャクコウ群集

　　　ミズガンピ群落

　　ソナレムグラーコウライシバ群団

　　　ソナレムグラーコウライシバ群集

ミツバノコマツナギクラス

　ミツバノコマツナギオーダー

　　ハリツルマサキーテンノウメ群醐

　　　ハリツルマサキーテンノウメ群集

　　クサトベラ群懸

　　　モン！パノキークサトベラ群集

オォハマボゥーアダンクラス

　オオハマボウーアダンオーダー

　　アダン群団

　　　アダン群集

　　クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ

　　　　　　　　　　　　　　　　群団

　　　クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ

　　　　　　　　　　　　　　　　群集

ヤブッバキクラス

　リュウキュウガキークスノハガシワオーダー

　　ナガミボチョウジークスノハカエデ群団

　　　ガジュマルークロヨナ群集

　　　ノ、スノノ、ギリ君「1観鐸≦

未決定．L級｝i宝位

　　　キダチハマグルマ群集

　　　ハマガラシーツルナ群落

　　　ハ瞥マダイコン：群集

　　　ハマアズキ～グンバイヒルガオ群集

　　　ハマタイゲキーイリオモテアザミ群落

　　　ミヤコジマハマアカザ群落
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                              Zusammenfassung

   Als ein Teil unseres Forschungsprojektes ttber die gesamte K"stenvegetation der

Ryukyu-lnseln wurde eine pfianzensoziologische Geiandestudie Uber die der Insel Miyako

im Sadteil der Prafektur Okinawa durchgefUhrt. Die KUstenlinien von Miyako bestehen

meist aus gehobenen Korallenbauten und bilden Kliffe von 10 bis 20 m H6he.

    Auf den gehobe`nen Korallenriffen wachsen das Hedyotido-Zoysietum tenui-

foliae, das Limonio wrightii-Crossostephietum und andere Gesellschaften.

In den kleinen Sanddifnen, die aus Korallensand bestehen, kommen die CoronoPus inte.ari-

folia-Tet7ngoniatetragonoides-Gesellschaft,dasVSgno-Ipomoeetumpes-capraeund

andere Gesellschaften vor.

    Nach den Gelandeaufnahmen im JaRuar 1938 haben wir die Vegetation in folgende

Einheiten mit 11 Assoziationen und 6 Gesellschaften zusammengefaSt:

Hedyotido-Limonietea Miyawaki et K. Suzuki 1976

  Hedyotido-Limonieta}ia Miyawaki et K. Suzuki 1976

     Crossostephio-Limonion Miyawaki et K. Suzuki 1976

       Limonio wrightii-Crossostephietum Miyawaki et K. Suzuki I976
       Pe?nPhis acidula-Gesellsehaft

     Hedyotido-ZoysiontenuifoHae Miyawaki et K. Suzuki 1976

       Hedyotido-Zoysietum tenuifoliae Miyawaki l967
Indigoferetea trifoliatae Miyawaki et K. Suzuki 1976

  Indigofereta1ia trifo1iatae Miyawaki et K. Suzuki 1976

     Mayteno-Osteome1ion anthyHidifoliae Miyawaki et K. Suzuki l976
       Mayteno-Osteome1etum anthyl1idifo1iae Miyawaki et K. Suzuki 1976

     Scaevo1ion taccadae Miyawaki et K. Suzuki 1976

       Messerschmidio-Scaevo1etum taccadae Miyawakl et K. Suzuki l976

Hibisco-Pandanetea Miyawaki et K. Suzuki 1976

  Hibisco-Pandaneta1ia tectorii Miyawaki et K. Suzuki 1976
     Pandanion tectorii Miyawaki et K. Suzuki 1976

       Pandanetum tectorii Miyawaki et al. I974

     Me1othrio-Hibiscion ti1iaeei Miyawaki et K. Suzuki 1976

       Me1othrio-Hibiscetum ti1iacei Miyawaki et K. Suzuki 1976

Came11ieteajaponicae Miyawaki et Ohba l963

  Diospyro maritimae-Ma11oteta1ia phi1ippensis K. Fujiwara 1981
     Psychotrio maniiensis-Acerion ob1ongi Miyawaki et Suzuki 1976
       Fico microcarpae-Pongamietum pinnatae Miyawaki et K. Suzuki 1976
       Hernandietum sonorae Niiro, K. Miyagi, K. Shinjo et H. Shimabukuro l974

Noch nicht bestimmte h61aere Einheiten:

       Wede1ietum bifiorae Miyawaki et K. Suzul<i 1976

       Corono)t}us intagrzLf'olia-Tt]tragonia tetragonoides-Gesellschaft

       Raphanetum raphanistroidis Murakami in Miyawaki 1982
       Vigno-Ipornoeetum pes-caprae Miyawaki et K. Suzuki l976
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　　　Ferner　wurde　die　Verteilung　der　Assoziationenしmd　Gesellschaften　nach　den　Standorten

sowie　die　Gesellschaftsdynamik　auf　den　DUnen　und　den墓ehobenen　Klorallenrlffen　betrachtet．
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